
神奈川県鎌倉市にある由比ヶ浜南遺跡は、鎌倉市由比ヶ浜海浜公園の地下駐車場建設に伴って１９
９５年（平成７年）から２０００年（平成１２年）にかけて発掘調査が行われ、３０００体を超える
大量の中世人骨が出土した遺跡です。
由比ヶ浜南遺跡は単体埋葬墓と複数体埋葬墓（集骨）からなる埋葬遺構を中心とした中世の遺跡で、
土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムは複数体埋葬墓の調査を担当しました。
これほど大量の中世人骨が出土している遺跡は他にはありません。出土した人骨は老若男女さまざま
な人が葬られており、当時の社会情勢や人々の形質的特徴を知ることができる貴重な資料です。
今回は整理作業が終わった由比ヶ浜南遺跡の人骨を中心に中世人の特徴を紹介する展示になります。
中世という時代は、印象が薄いと思う人も多いかもしれませんが、人骨の形質も時代背景もとても魅
力のあるおもしろい時期ですので、展示をとおして中世という時代に興味をもってもらえればと思い
ます。

－ は じ め に －

鎌倉市由比ヶ浜南遺跡と中世人
2026年9月8日(火)～11月29日(日)
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中世とは、源頼朝により鎌倉幕府が成立する１１８５年から室町幕府が滅亡し、徳川家康が江戸幕
府を開いた１６０３年までの４１８年間のことを言い、鎌倉時代、南北朝時代、室町時代、戦国時代
のおおむね１２世紀末～１７世紀初頭までを指します。
それまで貴族中心だった社会から軍事力をもつ武士が政治の実権を握り、全国各地で争いがおきた戦
乱の時代でした。また、仏教が一般の人々にも広がるなど文化も大きく発展した時期でもありました。
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－ 中世はどんな時代？ －
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かたなきず
由比ヶ浜南遺跡は老若男女様々な人たちが埋葬されているので、形質（かお・かたち）だけではなく、
病変や骨折、刀傷など当時（中世）の生活の様子を知ることができる貴重な遺跡です。

由比ヶ浜南遺跡鎌倉大仏神奈川県山口県

びょうへん こっせつ

－ 由比ヶ浜南遺跡とは －
ゆ    い   が  は  ま み な み

由比ヶ浜南遺跡では単体埋葬墓と複数体埋葬墓がみられます。単体埋葬墓は1体のみを埋葬した墓の
ことで、埋葬姿勢は仰臥屈葬（仰向けで腕や脚を曲げた状態）や側臥屈葬（横向きに寝かせて、腕
や脚を曲げた状態）です。側臥屈葬は中世になってからみられるようになる葬法です。
複数体埋葬は、複数の遺体を一つの墓に埋葬する方法ですが、頭だけや体の一部がつながった状態のも
のもあるので、完全に骨になっていない状態のものが集められて埋葬されたと考えられます。

【5318号墓】【129-B号墓】

単 体 埋 葬 （ 側 臥 屈 葬 ） 複 数 体 埋 葬
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－ 単体埋葬と複数体埋葬 －

とくちょう ぜんごほうこうよこはば

ちょうとうけい とうけい
１つめの特徴は頭の形に見られます。頭を上から見ると横幅に対して前後方向に長い形をしてい
ます。これを長頭型と言います。中世人の頭の形（頭型）は長頭型の人が多いです。
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とうが いさい だ い ちょう

た  ん  と う け  い

長 頭 型
（前後に長い） （円に近い）

中 頭 型 短 頭 型

↑

頭
蓋
最
大
長

↓

←頭蓋最大幅→

頭蓋長幅示数＝

頭蓋長幅示数

頭蓋最大幅

頭蓋最大長

７０．０～７４．９
７５．０～７９．９
８０．０～８４．９
８５．０～８９．９
９０．０～

長 頭 型
中 頭 型
短 頭 型
過 短 頭 型
超 短 頭 型

×１００

とうけい

（頭型…頭を上から見た形）

頭の形は頭型で表します

縄文時代 弥生時代 古墳時代 古代 中世 近世 現代

中頭型

短頭型

長頭型
75

80

「日本人の骨」鈴木尚

頭
蓋
長
福
示
数

－ 中世人の３つの特徴 －
（ 頭 型 ）

「骨の名前としくみ事典」画像
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西北九州弥生人
【ホリが深い】

由比ヶ浜南遺跡中世人
【ホリが浅い】

せいほくしゅうしゅうやよいじん

つ

あさ
ふか

ねは な もっと

び こ ん ぶ へんぺい りゅうき

かくど

ひたい
２つめの特徴は、鼻の付け根に見られます。中世人の鼻は日本の歴史上で最も低くなります。このこ
とを「鼻根部が扁平」と表現します。鼻の付け根を横からみるとほとんど隆起しておらず、額から鼻
先までの角度が大きくなっています。

角
度
が
大
き
い

角
度
が
小
さ
い

か
く
ど

（ 鼻 根 部 ）
び  こ  ん  ぶ

３つめの特徴は上顎骨に見られます。中世になると上顎骨が前方に突出するように傾きます。それに
伴って上の前歯も前に突出し、「反っ歯」になります。この状態を歯槽性突顎と表現します。近年で
は歯槽性突顎を顔面性突顎であると考える研究もあります。

前
方
に
傾
く

【歯槽性突顎は認められない】 【歯槽性突顎が認められる…そっ歯】

７０度以上 ７０度以下

上顎の傾き方は歯槽側面角で表されます
しそうそくめんかく

か
た
む

（ 歯槽性突顎 ）
し  そ  う  せ  い  と  つ  が  く

ま え ば

とっしゅつ かたむ

し そ う せいとつがく

がんめんせいとつがく

ともな そ ぱ

【5318-90号人骨】

長頭型【74.14】 長頭型【74.27】 長頭型【71.73】

【5318-17号人骨】【5318-295号人骨】
9歳前後 女性 男性

と う け い ちょうとうけい

由比ヶ浜南遺跡の中世人の頭型は、基本的には成人の男性や女性、子どもも長頭型です。

－ 由比ヶ浜南遺跡の人たちの『かお・かたち』－

男性や女性、子どもも基本的には鼻骨の隆起は弱くて鼻の付け根（鼻根部）も扁平です。
へんぺいび こ つ び こ ん ぶりゅうき

《 鼻根部 》
び  こ  ん  ぶ

歯槽性突顎も基本的には男性や女性、子どもも上顎骨が前に突出していて、歯槽性突顎の傾向が強
く出ています。つまり、これらの形態的特徴は、多少の個人差はあるものの、大人から子どもまで
すべての年代でみられることから、由比ヶ浜南遺跡中世人の時代的特徴と言えます。

《 歯槽性突顎 》

《 頭 型 》
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由比ヶ浜南遺跡は３０００体を超える人骨が出土しています。これだけ大量の人骨が出土しているの
で、骨にも色々な症状がみられます。今回はその中でも珍しい症例を紹介します。
また、由比ヶ浜南遺跡からは刀傷がみられる人骨も出土しています。骨に刀傷がみられる人骨は全国
的にみても決して多くはないので、紹介します。
由比ヶ浜南遺跡の中世人骨の刀傷は全身の骨にみられ、性別や年齢に関係なくみられることから、戦
によってなくなった人だけではなく、戦に巻き込まれて亡くなった人もいたことが考えられます。

かたなきず

いくさせいべつ ねんれい かんけい

ま こ な

しょうじょう しょうれいめずら

こ

－ 骨にみられるさまざまな症状 －

犬歯が横を向いている　
第一小臼歯が回転している　

じょうがくけんし すいへい

あご

にゅうし ぬ

めずら

ほうしゅつ

は

左側の上顎犬歯が水平になった状態で、萌
えています。顎に歯が入る十分なスペース
がなかったり、乳歯がいつまでも抜けなか
ったりすると、歯が正しい位置に萌出でき
ないことがあります。珍しい症例です。

【5318-239号人骨、男性】

－ 水 平 埋 没 犬 歯 －
す  い  へ  い  ま  い  ぼ  つ  け  ん  し

ぜんとうこつ

ぜんとうほうごう

しょうしつ

ぶ ん り

ゆ ご う

そんざい

こ た い へ ん い

びょうへん

せいじん

前頭骨は、生まれたときは左右に分離して
おり、前頭縫合でつながっています。１歳
頃から左右の前頭縫合がくっつき始めて、
２～３歳までには完全に癒合し消失します。
前頭縫合は、成人の約１０％には存在する
といわれています。前頭縫合は病変ではな
く正常な骨の個体変異です。　　　　　

前
頭
縫
合

コ
コ

ぜ
ん
と
う
ほ
う
ご
う

－ 前 頭 縫 合 －
ぜ ん  と う  ほ う  ご う

【5318-187号人骨、男性・壮年】

かんぼつこっせつ しょうげき
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うちがわ
陥没骨折は頭に強い衝撃を受けて頭の骨が
内側にへこむケガです。頭の骨が陥没する
と脳を圧迫したり損傷したりして、感染症
やめまい、痙攣や意識障害を引きおこした
りする、命に関わるとても危険なケガです。
例えば堅い棒のようなもので殴られたりす
ると陥没骨折がおきます。　

陥
没
骨
折

【5318-184号人骨・男性、19～20歳】
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－ 陥 没 骨 折 －
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ぜんわん
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ゆ ご う

てんとう てんらく
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に
ズ
レ
る

骨
が
後
側
に
ズ
レ
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レ
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左側の橈骨と尺骨の中央部（骨幹部）を骨折
して、骨がズレたままの状態で治癒（癒合）
しています。
骨がズレたまま癒合したので、左側の前腕の
ほうが右側よりも短くなっています。
このような骨折は、転倒や転落、横からの強
い衝撃でおこります。この前腕の骨のズレか
たをみると高所からの転落のときに手をつい
たことによる骨折ではないかと考られます。
　　

【136D号人骨・男性】
【前 腕】

左
尺
骨

左
橈
骨

－ 変 形 治 癒 骨 折 －
へ  ん  け  い    ち      ゆ    こ  っ  せ  つ

【129G号人骨・男性】 【24号人骨・男性】

こつまく つつ まく かんせんしょう し げ き

も

こっせつ

とげじょう ぞうしょく

（大腿骨、後面） （大腿骨、前面）

－ 骨膜炎による骨増殖 －
こ つ ま く え ん こ つ ぞ うしょく

骨膜は骨を包む膜です。ここが感染症や強い刺激、骨折などのストレスを受けると、
新しい骨が作られて、骨の表面が盛り上がったり、骨が棘状に増殖したりします。
このような症状を骨膜炎といいます。
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刀で切られた痕

後頭骨

かたな そ

ぶ　し

た　ち

か ま く ら じ だ い

わんとう

じょうぶ

せいけん

すぐれあじき

にぎ あらそ

かまくらとう

あと

こうとうこつ

ちょくとう

へ い あ ん じ だ い
刀は、中国から伝わった反りのない直刀から始
まりました。平安時代になると武士があらわれ、
実用性が高い、反りのある湾刀（太刀）が誕生
します。鎌倉時代になり武士が政権を握り争い
が増えると、より丈夫で切れ味が優れた刀が作
られるようになりました。この時代に作られた
刀は鎌倉刀とも呼ばれています。

－ 日 本 刀 と 刀 傷 －
に　ほ　ん　と   う か た な き ず

【158-285号人骨、男性】

切られた方向

切られた方向

（頭蓋底）
（下顎枝）

（右側頭頂骨）
刀創① 刀創①

刀創②
刀創③

【5318-164号人骨、男性】

かたなきず

とうがいていとうちょうこつ

こつへき するどかんつう

か が く しこうほう

か が く こ つ

１６４号人骨には、右側頭頂骨の後方（刀創①）、頭蓋底（刀創②）、下顎枝（刀創③）の３ヵ所
に刀傷があります。刀創①は骨壁を完全に貫通しており、日本刀がいかに鋭いかがわかります。
刀創②と③は、後方から切られ、下顎骨で刃が止まったことがわかる傷です。

－ 日 本 刀 の 鋭 さ －
するどに　ほ　ん  と　う

【123-S-88号人骨・15歳前後】 【123-S-120号人骨・15歳前後】

そうぞう

かたなきず

ぎ せ い きび せんらんあらそおとな
刀傷がみられる人骨のなかには子どもの骨も含まれています。この２体はともに15歳前後
の男性です。大人だけではなく子どもたちも争いの犠牲になった、厳しい戦乱の時代であ
ったことを想像させる資料です。

《後 頭 骨》
こ う と う こ つ

ふち

あと

が ん か

かたなきず

ぜんとうこつ ちゅうおうぶ

あと
前頭骨の中央部に同じ場所を何度も切ら
れた痕があります。
なぜ何度も同じところを切られたのでし
ょうか。

－ 刀  創 －《前 頭 骨》
と  う  そ  う ぜ ん と う こ つ

左側の眼窩（目が入る穴）の左上の縁に
刀で切られた痕があります。このヒトは
女性ですが、男女関係なく刀傷などがみ
られます。

【204-B-451号人骨】
女性・壮年

【204-B-265号人骨】
男性・壮年

【158-266号人骨、男性】 【158-474号人骨、男性】

とうがい だいたいこつ だいたいぶ きんにくあつ

たっ さこつ かんこつ こし
頭蓋だけではなく大腿骨にも刀傷がみられます。大腿部には体の中で１番大きくて厚い筋肉があ
りますが、その筋肉を切断して骨にまで達しています。刀傷は鎖骨、寛骨（腰の骨）など、全身
の骨にもみられます。

《大 腿 骨》
だ い た い こ つ

7 8



よ し も は ま

ほぞんじょうたい

な か の

下関市では土井ヶ浜遺跡や吉母浜遺跡、中ノ
浜遺跡から比較的保存状態が良好な中世人骨
がみつかっています。
土井ヶ浜遺跡からは３体の中世人骨が出土し
ています。吉母浜遺跡からは保存状態が良い
中世人骨が100体以上も出土しています。中ノ
浜遺跡からは９体の中世人骨が出土していま
すが、保存状態は悪いものでした。
また、土井ヶ浜遺跡の近くにある寺ヶ浴遺跡
からは身長が169.67cmもある高身長の男性人
骨が出土しました。

て  ら  が  き

－ 下 関 の 中 世 人 骨 －

豊北町

豊田町

菊川町

豊浦町

旧市内

角島

道の駅豊北

角島大橋

綾羅木郷遺跡

中ノ浜遺跡
下関市

吉母浜遺跡

土井ヶ浜遺跡
寺ヶ浴遺跡

は ま

【1603号人骨、女性・16歳】【1402号人骨、女性・壮年】

しそうせいとつがく

へ んちょうとうけい
土井ヶ浜遺跡からは弥生人骨だけではなく中世人骨も出土しています。
土井ヶ浜遺跡の中世人も由比ヶ浜南遺跡の人たちと同じように頭型は長頭型で、鼻の付け根は扁
平で、歯槽性突顎がみられます。

－ 土井ヶ浜遺跡の中世人 －

【仮013号人骨、女性・壮年】【010号人骨、女性・壮年】

とくちょうよ し も は ま ちょうとうけい しそうせいとつがくへんぺい

吉母浜の中世人も、頭型は長頭型で、鼻の付け根は扁平で、歯槽性突顎という特徴がみられます。
下関市の中世人も由比ヶ浜南遺跡の中世人と同じ形質的特徴がみられます。
この形質は時代的な特徴（時代差）です。

－ 吉母浜遺跡の中世人 －
よ し も は ま

すいていしんちょう だいたいこつ じょうわんこつ けいこつ すいてい

こうしんちょう

にっそうぼうえき

ふくそう

かか

推定身長は大腿骨や上腕骨、脛骨の最大長から推定します。由比ヶ浜南遺跡の男性の平均身長
は159.64cm、吉母遺跡は159.70cmで、由比ヶ浜南遺跡と吉母浜遺跡の身長はほぼ同じです。
由比ヶ浜南遺跡の女性の身長は 147.53cm、土井ヶ浜遺跡は153.19cm、吉母浜遺跡は148.31cm
で、土井ヶ浜遺跡の女性はやや高身長です。
なお、寺ヶ浴遺跡の男性中世人は白磁腕と鉄刀を副葬されており、169.67cmの高身長でした。
この男性は日宋貿易に関わった人物ではないかと考えられます。

は く じ わ ん てっとう

－  中 世 人 の 身 長  －
し ん ち ょ う

ぺ い

　由比ヶ浜南遺跡の埋葬遺構からは、3000体を超える人骨が出土しました。その人骨は、多様
な階層に属する人や、様々な職種の人、幼児から高齢者までの各年齢層の人など多岐に亘る中
世人の遺骨ですので、この人骨から、中世に生きていた人びとに関する様々な人類学的情報を
得ることができると期待されています。人骨の数量が膨大なので、現在も人骨の整理作業や研
究を継続しています。整理が終わったものから順次報告書を作成し、当館の研究紀要に掲載し
ています。研究紀要はホームページで公表していますので、関心をお持ちの方は、ぜひご覧く
ださい。

－ お わ り に －
まいそういこう こ た よ う

かいそう ぞく しょくしゅ た    き わた

いこつ

こうれいしゃ ねんれいそう

かん

ようじ

ぼうだいすうりょう

けいぞく じゅんじ けんきゅうきようさくせい

きたいえ せいりさぎょう

けいさい

かんしん
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